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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜入室状況＞
【転出】
・小向　静江様～東Bユニット2号室→北病棟301号室
・松村　博美様～東Cユニット4号室→南Aユニット111号室
【入院】

・榊　典章様～東Dユニット19号室
＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～臨時薬のシクレスト舌下錠が本日朝分までで処方切れあり、主治医へ報告し、明日分より6日分処方となっている。
・立花　圭様～臨時薬のシクレスト舌下錠が昨日夕分までと処方切れあり、主治医へ報告し、本日夕分からで5日分処方となっている。又落ち着かない時IFオーダーが残数無い為、主治医へ報告し7回分処方となっている。
・梅津　里奈様～臨時薬昨日分までと処方切れあり、主治医へ報告し、本日朝分より5日分処方となっている。
・松村　博美様～10:45療養環境変更目的にて東Cユニット4号室→南Aユニット101号室へ転出となる。

・小向　静江様～14:20療養環境変更目的にて東Bユニット2号室→北病棟301号室へ転出となる。
・梅津　里奈様～母様来院され、入院時書類へのサインやアナムネ聴取行っている。又、臨時薬昨日分で処方切れの為、主治医へ報告し本日朝分より5日分処方となる。
・高橋　良美様～入院時検査(頭部・胸部・腹部CT、胸部レントゲン、心電図)実施している。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前、午後の１時間開放観察しているが問題行動は無い。喫煙要求あり、主治医許可となっていない事説明すると了解されている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～時間隔離中。9:00時間隔離終了。開放中も特に妄想発言なく他者と囲碁を楽しまれている。スタッフ対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放時間前になるとドア蹴りみられ、説明に対しても了解悪い。開放時強いお茶要求あり介入要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。昼食後よりドア叩きや食後のお膳をひっくり返す等の行動あり。苛々すると訴え、被害的発言あり、13:00落ち着かない時リスペリドン内用液(1)1P+ロラゼパム(0.5)2T内服される。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞

・梅津　里奈様～各食少量のみ。「怖い・・」と訴えあり傾聴している。昨日の出来事について問いかけるが「分からない。ここは何処ですか」と不安そうに話しているが、午後から自室で休まれている。
・松浦　末太郎様～両下肢浮腫著明だが、帰宅要求・徘徊持続しており、安静保持は出来ず。疼痛等の苦痛の訴えは無く経過している。
・向井　敦子様～朝食自力で2/3摂取。朝食後より動作緩慢となり、自力での体動困難となっている。各食後薬は内服させず、指示の点滴実施している。
・十日市　伸子様～頸部腫瘤より浸出液少量あり。傾眠がちであり活気ない。ケア時の抵抗も軽度。バイタルサイン異常なし。
・藤井　孝蔵様～バイタルサイン異常なし。左大腿部裏の創部
・高屋敷　良子様～バイタルサイン異常なし。酸素マスク外れていることが多くルームエアーにて酸素飽和度92％だが呼吸苦の訴えあり。酸素マスク装着すると酸素飽和度は上昇し99％で経過している。他バイタルサイン異常なし。内服はトロミを付けた水分でむせ込み無く服用できている。

・山崎　奈津子様～同室者と行動を共にしていることが多い。疎通は良好であり対応も穏やか。妄想言動等無し。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・藤井　崇史様～時間隔離指示継続。処方変更無し。
・神田　直樹様～次回定期よりハロペリドール中止　オランザピン（１０）→（５）へ減量。
・和田　昌様～処方変更無し。
・河原木　泰志様～12/12～バルプロ酸1（100ｍｇ）４錠→（200㎎）４錠へ増量。
・野田　敏治様～処方変更無し。
＜入院患者様情報＞
日　　時：13:37
氏　　名：榊　典章様

　生年月日：昭和40年5月9日(53歳)

　病　　名：アルコール依存症

　性　　別：男性

　　主治医：馬渡Dr

　入院形態：任意入院

　病　　棟：東病棟Ｄユニット19号室
(経過）

　数年前より、休みの日は、朝から飲酒していたが、仕事には支障なく出来ていたとのこと。Ｈ30年8月頃より、連続飲酒状態となっているとのこと。酩酊状態にて運転をしようとするとのこと。その為、アルコール治療の為、高松病院へ入院となったとのこと。その際、本人様が興奮したことにより、警察介入もあった様子。本人様が断酒する気はないと話した為、10日程で退院になったとのこと。肝機能の悪化もあったとのことだが、本人の断酒の意志がないのであれば、どこへも紹介状は出さないと言われた為、内科などへの受診には至っていないとのこと。退院後、高松病院への入院時は、突然、警察が来て病院に連れて行かれたから、わけがわからなかったが、以前は、ＪＡに勤めていたが、現在は、仕事も解雇になっている状態であり、このままではいけないと思うとのことで、アルコール依存症の入院治療希望とのことで、相談あり。平成30年12月14日診察にて本人及び家族より入院加療への同意得られた為、13:37東病棟Ｄユニット19号室へ任意入院となる。
【備考】
・洗濯：家族洗濯
・インフルエンザワクチン予防接種は以前予防接種を行うもインフルエンザに罹った経緯があり、4～5年前から予防接種は受けていないとの事。
・買い物：私物発注での買い物可(上限額の設定無し)
・点滴1本/日、3日分処方あり。
・不穏・興奮時、不眠時IFオーダーあり。
